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「商工会は行きます 聞きます 提案します」〜会員満足向上運動〜

志摩市商工会 第９回通常総代会

（7/1 ちちろへ移転しました）
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五
月
二
十
三
日
、
志
摩
市
商
工

会
会
館
に
お
い
て
第
９
回
通
常
総

代
会
が
柴
原
副
市
長
、
藤
田
県
連

会
長
な
ど
多
数
の
来
賓
を
お
招
き

し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
下
会
長
よ
り
商
工
会
功
労
者
、

優
良
事
業
主
・
従
業
員
七
名
の

方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
功
績
が
称
え
ら
れ

た
あ
と
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

林
州
啓
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
提

出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

志
摩
市
商
工
会

第
９
回 

通
常
総
代
会
開
催

 

上
程
議
案

第
一
号
議
案

　 

平
成
二
十
四
年
度
収
支
更
生
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　 

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
書
、

収
支
決
算
書
並
び
に
労
働
保
険

事
務
組
合
特
別
会
計
・
基
盤
施

設
特
別
会
計
承
認
の
件

第
三
号
議
案

　 

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
収
支
予
算
書
（
案
）
並

び
に
基
盤
施
設
特
別
会
計
収
支

予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
四
号
議
案

　 

借
入
金
最
高
限
度
額
並
び
に
借

入
先
（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案

　
役
員
補
選
の
件

　
向
日
葵
が
日
に
日
に
背
を
伸
ば

す
こ
の
頃
、
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
二
十
五
年
度
も
早

く
も
三
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
。
五

月
二
十
三
日
に
第
九
回
通
常
総
代

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
五
号
議
案
を
上
程
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
て
事
業
活
動
を
開
始
し
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
さ
い
ま
す
。
今
年
度

も
商
工
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す

「
繁
栄
企
業
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
」
を
達
成
す
る
為
に
あ
れ
も

こ
れ
も
で
は
な
く
、
効
果
の
で
る

事
業
を
集
中
し
て
行
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
目
は

誘
客
事
業
の
徹
底
、
県
内
外
で
価

値
観
を
共
有
で
き
る
商
工
会
議
所
、

商
工
会
と
友
好
交
流
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
六
月
十
一
日
に
四
日
市

商
工
会
議
所
と
雇
用
や
観
光
振
興

で
支
援
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

覚
書
を
締
結
致
し
ま
し
た
。
二
つ

目
は
去
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
「
あ
か
も
く
」
を
使
用
し
た

商
品
の
販
路
の
開
拓
と
、
四
季

折
々
の
魚
類
を
使
用
し
た
食
材
の

開
発
、
三
つ
目
は
会
員
企
業
の
経

営
情
報
の
蓄
積
と
提
供
の
為
の
巡

回
指
導
の
徹
底
、
以
上
の
三
つ
の

事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
会
員

企
業
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
暑
さ
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
４
月
の
定
期
異
動
で
、
商

工
観
光
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た
西

﨑
で
す
。

　
商
工
会
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は

日
頃
、
商
工
・
観
光
行
政
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
里
海
創

生
基
本
計
画
に
基
づ
き
「
新
し
い

里
海
の
ま
ち
・
志
摩
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
事
業

を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

里
海
の
「
稼
げ
る
」「
学
べ
る
」「
遊

べ
る
」
の
稼
ぐ
と
い
う
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
商
工
・
観
光
部
門
は
、

ま
さ
に
志
摩
市
の
経
済
を
支
え
る

重
要
な
柱
の
一
つ
で
す
。

　
平
成
十
六
年
の
合
併
時
と
比
べ

市
の
人
口
は
、
現
在
約
七
千
人
人

減
少
し
、
高
齢
化
率
は
、
三
二
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
人
口
が

減
少
し
落
ち
込
ん
だ
購
買
力
を
補

う
も
の
は
何
か
と
い
え
ば
、
こ
の

自
然
豊
か
な
志
摩
の
地
に
癒
し
を

求
め
て
訪
れ
る
観
光
客
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
お
客
様
を
歓
ん
で
お
迎
え
す
る

こ
と
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
得

意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
里
海
施

策
を
含
め
、
さ
ら
に
町
に
磨
き
を

か
け
る
施
策
を
展
開
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
志
摩
市
商
工
会
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
商

売
繁
盛
、
ご
健
勝
を
御
祈
念
申
し

上
げ
、
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

商
工
会
の

使
命
達
成
の
為
に

会
長坂

下
啓ひ

ろ

登と
み

新
し
い
里
海
の

ま
ち
・
志
摩

商
工
観
光
部
長

西
﨑
己
喜
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第
九
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

多
年
に
亘
り
、
地
域
商
工
業
の
伸

張
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
事
業
主
様
、

同
一
事
業
所
に
お
い
て
成
績
優
秀

な
従
業
員
様
、
商
工
会
・
事
業
所

に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
の
功
績
を
た
た
え
表
彰
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

《
優
良
事
業
主
表
彰
者
名
簿
》

　
西
飯
　
　
弘
　
花
屋 

合
名
会
社

　
竹
内
　
敏
夫
　
菓
子
工
房 

シ
マ
ヤ

　
村
瀬
　
　
栄
　
光
栄
電
機
商
会

《
優
良
従
業
員
表
彰
者
名
簿
》

　
谷
川
原
和
里
　 

ポ
ー
ラ
化
粧
品

と
ば
し
ま
営
業
所

　
亀
谷
し
げ
子
　 

く
つ
ろ
ぎ
の
小
さ
な
宿

「
お
お
な
み
」

　
山
本
　
泰
希
　
㈲
久
政

　
小
久
保
秀
峰
　
㈲
コ
ク
ボ
オ
ー
ト

◎
表
彰
者

新
役
員
の
紹
介

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
平
成
25
年
5
月
23
日
総
代
会
選
出
）

理　事
向 井 新 悟

（阿児）
南部急送㈲

理　事
小久保秀峰

（浜島）
㈲コクボオート

理　事
林　 州 啓

（大王）
林州啓設計事務所

理　事
岩 崎 充 宏

（浜島）
㈱鯨望荘

四
日
市
商
工
会
議
所
と

友
好
交
流
の
覚
書
調
印

　
去
る
六
月
十
一
日
に
、
志
摩
市
商
工
会
と

四
日
市
商
工
会
議
所
は
、
友
好
交
流
の
覚
書

の
調
印
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
双
方
の
交

流
機
会
を
増
や
し
、
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
段
と
し
て
優
待
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

会
員
事
業
所
向
け
に
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
内
の
宿
泊
施
設

三
十
六
軒
と
飲
食
店
、
土
産
物
店
十
六
店
が

参
加
し
て
お
り
、
様
々
な
割
引
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
参
加
店
に
つ

き
ま
し
て
は
随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
頂
け
る
方
は
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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【収入の部】

【支出の部】

会費手数料収入
61,266,000　39.7%

市補助金
26,482,000　17.2%

前期繰越収支差額
517,000　0.3%

県補助金収入
66,057,000

42.8%

資産取得等引当支出
200,000　0.12%

予備費
60,000　0.03%

経営改善普及事業
指導職員設置費
90,697,000
58.8%

経営改善普及事業指導事業費
4,900,000　3.2%

地域総合
振興事業費
23,477,000
15.2%

管理費
34,988,000　22.65%

【収入の部】

【支出の部】

会費手数料収入
65,083,935　41.67%

市補助金
25,682,000　16.5%

前期繰越収支差額
44,973　0.03%

県補助金収入
62,980,475

40.3%

国　補助金
2,378,844　1.5%

資産取得等引当支出
12,220,560　7.8%

次期繰越収支差額
517,079　0.3%

経営改善普及事業
指導職員設置費
93,009,836
59.6%

経営改善普及事業指導事業費
4,213,410　2.7%

地域総合
振興事業費
14,779,448
9.5%

管理費
31,429,448　20.1%

平成25年度　志摩市商工会の主な事業計画
　「商工会は行きます 聞きます 提案します」～会員満足向上運動～の更なるブラッシュアップと、
「地域コミュニティ維持活動」や地域内資金循環のための「ソーシャルビジネス」、「コミュニティビジネス」
等の事業を実施していきます。

１．稼げる事業者づくりと観光産業支援
①�日進市商工会や郡上市、更には本年度友好提携を結んだ四日市商工会議所等との友好連携を密にし、物
産交流や観光誘客を図っていきます。
②�「稼げる事業所づくり」を実践する為、「御食つ国志摩　ええもん研究会」を開催し、事業者のレベルアッ
プを図る事業を実施する他、関東地区等での商談会を開催し、積極的に「御食つ国」のええもんの販路
拡大を図る事業を行っていきます。

２．手こねによる街づくり事業
志摩の郷土料理「手こね」を街おこしに活用し地域観光対策に取り組み、「稼げる事業者」をより育成す
るための事業を開催いたします。

『活動基本方針』
１． 厳しい経営環境は続く中小・小規模事業者への支援強化

２． 「提案型の巡回訪問」を通じた会員サービスの徹底等

３． 地域経済の活性化による地域コミュニティ維持活動等の強化

４． 稼げる事業者の応援事業の推進

25年度  目で見る収支予算書（案）24年度  目で見る収支決算書
（単位：円）（単位：円）
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地域資源活用講習会

金丸 弘美 氏内閣官房地域活性化応援隊
地域活性化伝道師

志摩いそぶえ会 伊藤泰子

『里海の食を通じた
地域の活性化』

『毎日が一期一会』

　“稼げる里海づくり”
　志摩市のさまざまな地域資源の
高付加価値化、ブランド化を進め、
対象となる資源の特性をしっかり
と理解し、その特性を活かした活
用や情報発信を図って行く必要性
と具体的な取り組み手法について
講演いただきました。

平成25年５月28日（火）

　金丸弘美先生の講演に際して、志摩市商工会よりおもてなし
の場を申し受けさせていただきました。
　これまでの集大成として、最高のおもてなしで先生に召し

上がっていただこうと会員も何時も以上に、味・まとまり・
綺麗さ・志摩らしさを重視して臨みました。
　平素から「地域と地域の食のワークショップ」を様々な団体
とコラボしながら実践しているお陰で今回も素晴らしい出来上
がりとなりました。
　先生からも、「次は何かを新しく商品化し販売したり郷土料
理を提供できるお店を開店できるように頑張ってください」と
お言葉をいただきました。
　今後も更に地域のために頑張っていきたいと思います。

講師
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本
年
度
、
志
摩
市
商
工
会
青
年

部
の
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

向
井
新
悟
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
期
か
ら
青
年
部
の
組
織
を
大

き
く
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
支
部
制
を
無
く
し
青
年
部
を

一
本
化
し
、
事
業
構
築
ま
た
各
地

で
開
催
さ
れ
る
事
業
の
協
力
を
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
各
委
員
会
を

設
置
し
、
部
員
を
そ
れ
ぞ
れ
委
員

会
へ
配
置
す
る
事
で
、
一
人
一
人

が
考
え
、
事
業
に
参
加
し
て
い
る

事
を
実
感
す
れ
ば
、
や
り
が
い
や

充
実
感
に
な
り
、
青
年
部
の
活
動

が
志
摩
市
の
発
展
の
一
助
と
な
る

と
確
信
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
し
ま
コ
ン
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
域
活

性
事
業
と
し
て
、
志
摩
市
外
か
ら

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

志
摩
の
良
さ
を
伝
え
る
事
も
出
来

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
約
10
年
間
地
元
か
ら
離
れ
て
い

て
、
昨
年
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
商
工
会
青
年
部
に
入
会
さ
せ
て

頂
き
、
地
域
の
色
々
な
業
種
の
皆

様
と
交
流
を
持
ち
、
も
っ
と
自
分

自
身
も
志
摩
市
の
良
さ
を
再
確
認

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
何
か
自

分
に
も
出
来
る
事
が
あ
る
な
ら
是

非
協
力
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
が
る
活
動
に
参
加
し
て
い
け
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
少
し
で
も

地
域
活
性
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
い
、
商
工
会
青
年
部
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
を
大
事
に

し
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
初
め
ま
し
て
、
今
年
か
ら
青
年

部
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
志
摩
を

離
れ
、
四
日
市
に
五
年
程
い
ま
し

た
が
地
元
の
大
切
さ
に
気
付
き

帰
っ
て
き
て
家
で
仕
事
を
し
、
志

摩
の
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
少
し

で
も
地
域
活
性
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
商
工

会
青
年
部
の
み
な
さ
ま
に
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
人

と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

みんなで楽しく学び、しっかり勉強しませんか!

《青年部員募集します》
◇満40歳までの若手経営者、または後継者または 

ご家族の方なら誰でもOKです。

◇研修会・勉強会・親睦会・奉仕作業などいろいろあります。
　女性の入部大歓迎!!
◇人の輪を広げて、事業に活かしましょう。

※商工会事務局・各支部までご連絡下さい。

新
部
員
の
紹
介

卒
業
生
の
紹
介

青
年
部
長
あ
い
さ
つ

向
井
新
悟

河
井
千
暁

西
飯
　
愛

前
田
　
猛

　
ま
た
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
、

志
摩
の
夏
祭
り
へ
も
参
加
し
、
地

元
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
と
共
に

志
摩
は
一
つ
と
い
う
意
識
で
取
り

組
み
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
間
の
さ

ら
な
る
絆
の
強
化
を
図
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
地
元
の
方
と
の
交
流

を
深
め
る
事
で
地
域
活
性
の
一
助

と
な
る
と
確
信
し
ま
す
。

　
研
修
事
業
に
お
い
て
は
、
志
摩

市
商
工
会
青
年
部
内
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
役
立
て
ら
れ
る
研
修
会

を
実
施
し
、
広
域
で
の
研
修
会
も

積
極
的
に
参
加
し
、
他
地
域
と
の

交
流
を
図
り
刺
激
を
受
け
な
が
ら

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２
年
間

に
わ
た
り
共
に
考
え
、
実
行
し
、

検
証
し
な
が
ら
全
員
で
前
に
進
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
永
年
、
青
年
部
員
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
、
次
の
方
々
が
40

歳
の
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
青
年
部

を
ご
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。
永
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

松
尾
印
刷	

松
尾
　
明
津

岡
本
建
設	

岡
本
　
英
揮

和
栄
観
光
サ
ー
ビ
ス	

中
村
　
和
晃

天
理
教
越
廣
分
協
会	

濱
口
　
道
秀

彩
電
館
ナ
カ
ヤ	

中
谷
　
　
雄

丸
金	

岡
　
　
宏
俊

㈲
安
立
友
也	

安
立
　
友
也

　
初
め
ま
し
て
、
今
年
か
ら
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
私
は
高
校
を
卒

業
し
て
か
ら
、
家
業
を
手
伝
っ
て

お
り
ま
す
。
約
10
年
近
く
た
ち
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
仕
事
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私
た
ち
は
、
県
下
商
工
会
女
性
部
統
一
事
業

と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
防
災
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
を
は
じ
め
、
救
命
救
急
法
の
講
習
会
や
研
修

会
の
開
催
を
行
い
「
安
全
で
安
心
な
わ
が
町
」

を
テ
ー
マ
に
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
地
域
の

防
災
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
未
曾
有

の
大
震
災
や
大
水
害
な
ど
が
発
生
し
、
三
重
県

で
も
局
地
的
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
た
地
域
も

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま
え
、
大
規
模
災
害

に
備
え
る
た
め
に
、
地
域
住
民
に
対
し
「
災
害

備
蓄
保
存
用
パ
ン
」
の
常
時
備
蓄
に
向
け
た
販

売
を
、
今
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
パ
ン
の
お
買
い
求
め
は
、
志
摩
市
商
工
会
事

務
局
並
び
に
女
性
部
役
員
ま
で
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　
尊
い
命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
災
害
時
の
非
常
食

常
備
で
す
。
是
非
と
も
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

災
害
備
蓄
保
存
用
パ
ン
の

取
り
扱
い
事
業
に
つ
い
て

商工会女性部幹部研修会に参加して 浜口 マサ子

平成 25 年５月 23 日　華王殿

講師　宮本周司 氏（株式会社宮本酒造店代表取締役）

テーマ『ちいさな企業の未来について』
「自立」と「自律」～貴方はどっち？～

災害備蓄保存用パン

自信と誇りを持つ　　　　　　　　⇔　　愚痴や言い訳を言う
他人の幸福に役立つ喜びを持つ　　⇔　　自分が傷つくことは回避する
自己訓練を習慣化する　　　　　　⇔　　気まぐれで場当り的
失敗も成功へのプロセスと捉える　⇔　　失敗を恐れて何もしない

「心構えと捉え方～自分を変える」
“出逢い”と“ご縁”に感謝、そして人を思いやる
明確な目標があれば出会いを力に変えられる
相手の価値を認め努力を誉め成果に報いる
リーダーとしての 10 の鉄則、又加賀いもを使った焼酎の作り方等々
活力を創出する講演でした。

１　缶： 400円（税込）

内容量： ２個

種　類： オレンジ味とココア味

カロリー： オレンジ味（100グラム当たり）351kcal
 ココア味　（100グラム当たり）378kcal

商品の特徴
＊ 高温真空殺菌製造により５年間の長期保存が

可能です。
＊ やわらかいパンなので乾パンとは異なり、ふ

んわりとした食感が特徴で、小さなお子様か
らご年配の方までおいしく召し上がることが
できます。

＊ イージーオープン缶で簡単に開缶する事がで
き、調理不要でいざという時も火や水を必要
とせずすぐに食べられます。
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㈱
中
央
印
刷

7
月
号

志摩市商工会物品入札申請のご案内

『商工会インフォメーション放送』で
“事業所紹介”してみませんか!!

職 

員 

異 

動

　
経
営
支
援
員

　
西
飯
　
範
和
　（
定
年
退
職
３
月
末
日
）

　
嘱
託
職
員

　
西
飯
　
範
和
　（
４
月
１
日
付
）

小
俣
町
商
工
会
か
ら
志
摩
市
商
工
会
へ

　
経
営
支
援
員

　
前
田
　
富
生
　（
６
月
１
日
付
）

新
入
職
員

　
溝
口
　
京
佑
　（
７
月
１
日
付
）

ケーブルテレビ行政チャンネル『商工会インフォメーション 
コーナー』に出演してただだける事業所を募集しています。

１． 毎月２回放送のうち（１日〜15日、16〜31日）いずれか１回
 放送５分枠の２分を『事業所紹介』とします

２． 視聴者プレゼントを提供していただける事業所
 詳しくはお問い合わせいただきますようにお願い致します。

℡44-0700（石野・仲）

　志摩市商工会では合併以来、入札を必要とするものについて前もって申請をいただき、
発注品目に応じて競争入札のご案内をさせていただくシステムをとっております。
　下記の要領で申請受付をいたしますので、ご協力をお願い申し上げます。

※ 但し申請書類を提出していただ
きましても、該当年度に発注が
無い場合もありますので、ご了
承をお願い申し上げます。

受 付 開 始 日／ 平成25年８月１日（木）

入 札 期 間／ 平成25年度、26年度、27年度

入札申し込み期間／ 平成25年10月末まで（商工会館開館日時）受付

申 し 込 み 場 所／ 志摩市商工会

申 し 込 み 要 領／ 現在お取り扱い商品等で該当物品を記入
 １．事務機器関係　　　２．車両関係
 ３．建物等改修関係　　４．電気器具関係

平
成
26
年
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」を
導
入
し
ま
す
。

三重の

森
も

林
り

づくり
　
県
で
は
「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
」
と
「
県
民
全
体
で
森
林
を
支
え

る
社
会
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

３
月
の
県
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
「
み
え
森

と
緑
の
県
民
税
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
森

林
づ
く
り
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に

森
林
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
森

林
環
境
教
育
や
、
県
産
材
を
活
用
し

た
公
共
建
物
等
の
木
造
・
木
質
化
な

ど
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
ご
負
担
い
た
だ
く
金
額
は
、
現
行

の
県
民
税
均
等
割
に
上
乗
せ
す
る
形

で
、
１
年
間
に
、
個
人
で
は
千
円
、

法
人
で
は
県
民
税
均
等
割
額
の
10
％

相
当
額
（
２
千
円
〜
８
万
円
）
と
な

り
ま
す
。

　
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、

豊
か
な
森
林
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「みえ森と緑の県民税」は、県民税均等割に上乗せして納めていただきます。

個人 法人平成26年度分から課税 平成26年４月１日以後に
開始する事業年度分から課税

●１月１日現在で県内に住所がある方
●１月１日現在で県内に家屋敷等を有する方 ●県内に事務所等を有する法人等

税額（年）：1,000円 税額（年）：均等割額の10％相当額

※次の方には課税されません。
■ 生活保護法の規定による生活扶助を受けて

いる方
■ 障がい者、未成年、寡婦または寡夫で、前

年の合計所得金額が 125 万円以下の方
■ 前年の合計所得金額が市町の条例で定める

金額以下の方

資本金等の額 年税額

50 億円超 80,000 円

10 億円超、50 億円以下 54,000 円

１億円超、10 億円以下 13,000 円

１千万円超、１億円以下 5,000 円

上記以外の法人等 2,000 円

問い合わせ先

農
林
水
産
部 

み
ど
り
共
生
推
進
課
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総
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部 

税
務
・
債
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管
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